
校名

 校長名

１　令和５年度学校評価、令和６年度学校経営計画について 資料１・２（校長）

２　令和６年度藤井寺高等学校入学者選抜状況 資料３(吉岡首席）

校長より 令和５年度　学校評価（資料１）

令和６年度　学校経営計画（資料２）

吉岡首席より 令和６年度　藤井寺高等学校入学者選抜状況（資料３）

令和６年度　進路年間行事計画（資料５）

生徒会より 生徒会活動報告（資料６）

各学年より 各学年の状況報告

吉岡首席より

（令和５年度学校評価について）年度末で確定した数値の確認
・難関私大合格者は26人
・「全校一斉退庁日」における教職員の順守率65.1％
・「一人当たりの平均時間外在校時間」3.4%減少

（令和6年度学校経営計画について）
・令和7年度選抜に向け、定員の確保が最重要課題
　昨年度と比較して、今年度入学志願者は大幅減少した
　→私学無償化が進むことで、生徒確保がより厳しくなる見込み

教務部より 年間行事予定 （資料４）

令和７年度　使用教科書採択について

進路指導部より 令和５年度　進路状況（資料５）

3　１学期の状況について

　○令和６年度　年間行事予定 、令和７年度使用教科書採択について 資料４（吉岡首席）

（年間行事予定表について）
・１年生（51期）、２年生（50期）が英語4技能統合型試験であるGTECを受験予定
　進路指導の1つとして定着してきた

（令和７年度使用教科書採択について）
・各教科で教科書を採択中であり、選定理由等は次回報告

出席者(学校） 水元校長　川本教頭　他10名

傍聴者 なし

議題等(次第順）

協議内容・承認事項等（意見の概要）

協議資料

令和６年度 大阪府立藤井寺高等学校 第１回学校運営協議会 実施要項
資料１　令和５年度 学校経営計画及び学校評価
資料２　令和６年度 学校経営計画及び学校評価
資料３　令和６年度 入学者選抜の概況
資料４　令和６年度 行事予定
資料５　令和５年度 進路状況　及び　令和６年度　進路年間行事計画
資料６　令和６年度 生徒会資料
資料７　広報活動

備考

広報活動報告（資料７）

・募集人員240名に対して志願者数245名（倍率1.02）前年度より1.5%減少
・入学者の割合が多い順に羽曳野市、松原市、大阪市、藤井寺市、八尾市

藤井寺高等学校　3F　会議室

出席者(委員）

開催場所

坂井会長　北村副会長　宇野委員　藤井委員　若林委員　阪倉委員

大阪府立藤井寺高等学校学校運営協議会　議事録

府立　藤井寺高等学校

水元　誠致

開催日時 令和　6年　6月　28日（水）　１４:００　～　１５:４５　　



日時

会場

資料５（坂本進路部長）

・48期生の約6割が四年制大学・短期大学へと進学（四年制大学への合格者数はのべ283名）
・専修学校への進学者数を含めると約9割の生徒が進学
・短期大学進学者の多くが幼児教育を目的としている
・専修学校合格者の20％が看護・医療系
・近年は安定志向で総合型選抜・学校推薦型選抜で年内に合格を決める生徒が増えている

次回の会議日程

　○学年より （学年主任）

　○広報活動報告

　○令和５年度　進路状況　及び　令和６年度　進路年間行事計画

（今年度の入部率）５月集計
・今年度の各学年入部率は１年生73.8％、2年生64.7％、３年生64.2％であり、学校全体では67.6％
で前年度の69.1％から1.4％減少
・男子の運動部入部率が低下傾向

（フェスティバル体育の部（体育祭）に関して）
・熱中症対策としてPTA協力のもとテントを増やし、各団5張り用意
　PTAからはスポーツドリンクの提供もあった
・大きな怪我や熱中症等はなかった

（委員より）
・習い事の多様化が進んでいる。入部率に関しては極端に減っている訳ではないが、徐々に減少していく
だろう
　中学では部活の地域移行が進んでいる
　→生徒にとって、魅力のある部活動にしていきたい

　○生徒会活動報告 資料６（中尾首席）

　○各委員のご意見 （学校運営協議会　委員）

・地域の掲示板にポスターなどを掲示することで学校のPRになるのでは
　→本校の学校説明会ポスター等の掲示をお願いします
・防災教育はしているか
　→避難訓練（年2回）、熱中症予防講習、救急救命講習を実施している
・自転車の傘さし運転が数名いて危険である
　→機会があるごとに指導しているが、今後も継続的に行っていく
・府立学校はオールウェルカムが生徒数確保の道だろう
　→多様な生徒に対応できるように学校の体制を整えている

資料７（吉岡首席）

令和　10　月　ごろ

藤井寺高等学校　３F　会議室

・プレゼン形式の外部説明会は生徒を中心に行っている
・藤井寺北小学校へのボランティア活動に積極的に参加する姿勢を見せる生徒が多い

（委員より）
・生徒が学校生活を楽しいと思っている理由を分析するべき
　→生徒に意見を聞くことを重視している
　→子供たちが自由な発想をもって、自己判断できるのが持ち味ではないか

（１年生）
・予鈴時には８～９割の生徒が着席しているなど、落ち着いて学校生活を送っている
・起立性調節障害など配慮が必要な生徒が例年に比べると多い

（２年生）
・進学補習にも注力し、行事ごとを楽しむ一方で進路にも目を向けた取り組みを実施している

（３年生）
・進路選択や受験対策について真摯に取り組み、放課後講習にも積極的に参加している

（委員より）
・起立性調節障害に関して研修等を実施しているか
　→特に実施はしていない。医師からの診断書をもって成績や欠席日数などの配慮を行っている
　　中学校の研修会に参加する予定
・起立性調節障害の生徒に対する何気ない普段の言葉かけも気をつけてほしい
　→気を付けていきたい


